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神戸市立工業高等専門学校 2016年度シラバス

応用電気回路学 (Applied Electric Circuit)

電気電子工学専攻・1年・後期・選択・2単位

授業の
概要と方針

電気回路は電気・電子工学における基礎科目であり，その学習目的は，定常・過渡現象における様々な回路理論を深く理
解し，工学的応用力を身につけることである．これまで本科で学習してきた電気回路学に対する理解をより深め，応用力を
培う．演習では，わかりやすい解答を求める．

【A4-AE1】直流回路理論を理解し，それに関する基礎・応用問題を解くこ
とができる．

到達目標に対応した課題を与えレポート提出を課し評価する．また，その課題
を黒板で解答する形式の演習を行い評価する．講義・課題内容に関して中間
試験で評価する．70%以上できることが望ましい．

【A4-AE1】交流回路理論を理解し，それに関する基礎・応用問題を解くこ
とができる．

到達目標に対応した課題を与えレポート提出を課し評価する．また，その課題
を黒板で解答する形式の演習を行い評価する．講義・課題内容に関して中間
試験で評価する．70%以上できることが望ましい．

【A4-AE1】回路網解析法を理解し，それに関する基礎・応用問題を解くこ
とができる．

到達目標に対応した課題を与えレポート提出を課し評価する．また，その課題
を黒板で解答する形式の演習を行い評価する．講義・課題内容に関して中間
試験で評価する．70%以上できることが望ましい．

【A4-AE1】三相交流理論を理解し，それに関する基礎・応用問題を解くこ
とができる．

到達目標に対応した課題を与えレポート提出を課し評価する．また，その課題
を黒板で解答する形式の演習を行い評価する．講義・課題内容に関して中間
試験で評価する．70%以上できることが望ましい．

【A4-AE1】1端子対・2端子対回路理論を理解し，それに関する基礎・応用
問題を解くことができる．

到達目標に対応した課題を与えレポート提出を課し評価する．また，その課題
を黒板で解答する形式の演習を行い評価する．講義・課題内容に関して中間
試験で評価する．70%以上できることが望ましい．

【A4-AE1】過渡現象論を理解し，それに関する基礎・応用問題を解くこと
ができる．

到達目標に対応した課題を与えレポート提出を課し評価する．また，その課題
を黒板で解答する形式の演習を行い評価する．講義・課題内容に関して定期
試験で評価する．70%以上できることが望ましい．

【A4-AE1】Laplace変換を理解し，それに関する基礎・応用問題を解くこ
とができる．

到達目標に対応した課題を与えレポート提出を課し評価する．また，その課題
を黒板で解答する形式の演習を行い評価する．講義・課題内容に関して定期
試験で評価する．70%以上できることが望ましい．

【A4-AE1】分布定数回路の定常・過渡現象を理解し，それに関する基礎・
応用問題を解くことができる．

到達目標に対応した課題を与えレポート提出を課し評価する．また，その課題
を黒板で解答する形式の演習を行い評価する．講義・課題内容に関して定期
試験で評価する．70%以上できることが望ましい．

成績は，試験85%　レポート15%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

プリント
「詳解電気回路演習（上）」：大下眞二郎（共立出版）
「詳解電気回路演習（下）」：大下眞二郎（共立出版）

「基礎電気工学」，「電気回路I」，「電気回路II」，「電気回路III」

履修上の
注意事項

「基礎電気工学」，「電気回路I」，「電気回路II」，「電気回路III」の内容と関連付けて授業をするためそれらの科目の復習
が必要不可欠となる．



授業計画（応用電気回路学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 ガイダンスおよび直流回路 本科目の概要と講義方針，評価方法などについて説明する．直流回路の諸現象について説明する．

2 直流回路の演習と交流回路 直流回路について与えておいた課題演習の説明を行う．フェーザ法を中心に交流回路解析法について説明する．

3 交流回路について与えられた課題演習の説明を行う．回路網解析法について説明する．

4 交流回路について与えられた課題演習の説明を行う．回路網解析法について説明する．

5 三相交流における電源の結線方式および負荷の接続方法について説明する．

6 不平衡三相交流回路の解析法および電力について説明する．

7 二端子対回路網 二端子対回路網を表現するための各種行列と解析法について説明する．

8 これまでの範囲における演習
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12 分布定数回路の定常現象の演習と分布定数回路の過渡現象 分布定数回路の定常現象について与えられた課題演習の説明を行う．分布定数回路の過渡現象について説明する．

13 分布定数回路の過渡現象の演習と中間試験以降の範囲の復習 分布定数回路の過渡現象について与えられた課題演習の説明を行う．また，中間試験以降の範囲の復習を行う．

14 分布定数回路の過渡現象の演習と中間試験以降の範囲の復習 中間試験以降の範囲における試験形式の演習を行い，応用力を培う．

15 全範囲復習 到達度に応じ，弱点部を復習・演習する．
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交流回路の演習と回路網解析(1)（閉路電流法）

交流回路の演習と回路網解析(2)（節点電位法）

三相交流(1)

三相交流(2)

第1回～第7回の範囲における試験形式の演習を行い，応用力を培う．

過渡現象の演習とLaplace変換(1) 過渡現象について与えられた課題演習の説明を行う．Laplace変換を用いた過渡現象問題の解法について説明する

過渡現象の演習とLaplace変換(2) 過渡現象について与えられた課題演習の説明を行う．Laplace変換を用いた過渡現象問題の解法について説明する

Laplace変換の演習と分布定数回路の定常現象
Laplace変換を用いた過渡現象の解法について与えられた課題演習の説明を行う．分布定数回路の定常現象について説明す
る．

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
後期定期試験を実施する．
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